
阪支jL久づっ N 0 147 

国 ・鯨発行/財団法人滋賀県文化財保護 協 会 ' 司 |

173.平成元年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介

その 1

'1< J兆211' 3 H :~ "、守11i.f~IJ の以下~ê~~，i ;Th¥1 ftスライド大

会が;J.H'l~，~J"!.1波止:fヒ II~・七ンタ ーで災地されました。

以下でti， -1dl'， Jセ L 数多〈のす&~J:I\ ，制作が実地され、

l'i: if¥なI1比処を 卜.げてい主す。ここにその成果の一端で

はありますが、 2or'I'~~ リの，~/.j 1t.'fU~ を品1{1~いたします。

今後の参与として詰lIiliiJTJいただければ幸いです。尚、

i知多忙の'"、 im必))( 、たt.:きました fI'?にl叫くお礼申

しlIf主-4"，

1 ，古墳時代前期の集落跡を新たに発見

大津市仰木町下仰木天神山遺跡

本j立ffl阜、 i七良111系から湖1;¥に向かつて伸びる滋i"-i

1主践の，f<~.j~ <、 lt以111'1'1ニ淑を発し、琵琶湖へと注

ぐ犬糾1111のわIPにf，i.iほして必リ、遺跡のすぐ北京には、

大iIr ，Ii I付でら'1I1mの8J内11.1代後'Ujの大昨悠Iおである存

L:III ，J;.til併が持している.

このj立~Ij ‘ ‘月初、 -，'jtj'i-!，モf!1I年代の窯跡針ーとして

は認されていた 1・
しかしながら、ニのjな湖、('ついては、 1- 21日lの発

~f，li ，前Hiが1i'われ/:.に過ぎ「ず、その実態については、充

分にぺ;~Mされていなかった。

自制作(j:、 J.Jm-併の)1'μ効税制1)1;rr 勺て'~MJiした L ので

あり、;~.'，J 伐の刈， ~ 1(IitJ't (よ、約 2，B00I11'であった。

検出した竪穴住居

遺跡位置図(位置図の零号{立本文と同じです)

利1t1主、 j.J'~j也の IJI令てに J， ~fn; 1 -1'のトレンチを目立

主主し 、，r~機により .1Jt~llI i し、その車，'i~~ 3ケ，i，庁でi出1'Ifが昨

必されたのでそのJ也ぷを '1 '心に ')~Jjむした a

その車~'J.~~、 I'r，: í\Li:J，';' H J占を小心にi的跡、 1機、 ピッ

ト195を験:1'，した。
そのうち!?土火fi)，t; については、ヂ 1(liプランが大1~'~の

ものはーiな6-7川、小引のものは Jι4IIIの附jしの

ほぼ}JIf~ を2 して必り、派さは、処 1) の良いもので約

20cmであった。

全体がうかがいえたむのμついては、その中央lよ炉

跡をr，uえ、的tl:火を有していた.

験穴住民9)J，のヲち 4)，1;については、，S.I!て t~えが1f

われており、 ，1111リ人:もな}.Ji悦の雄物への変化が必め

らilた.

また、 C~走討専の険tB されたむの{， 2-3J，ん忍められた.

さらに、火災にi笠越し、焼けf高ちたとはられるらの



しあった.

ニれらは、 1111:;造物から、 '，'j.lJill!i代，iijlYJのものと考

えられ、 "Hfll.1，k 1I1
'
lIlj阜跡に応税制;の (l:イ1:したことを

1切らかにしt.:.• 

2 ，滑石製品の生産された集落跡

谷遺跡li、I;qltt!j附?と4r. r II - '，1i J に J~r (，:する

弥'I， JI!HI:から‘I':'~" I.~'II:の~必跡で、 I，'.:ï ltlll 改修・J~~に

fl¥ぃ、 '1<IlJe:J乙:1'6 J J 上り 1~lk，! ， ~I，l ff.を実他した。この斜i

)j~、，~~NIベの ~tll!ll から'1'火丹1Stニ μ;ヵ、る i新IUlí:1凌の先端

庁11 と J5・えられる i部分では 、。紙火fi:J川 n下 と l!民数のn~(~与

が.f4ul¥さhた"また、こ II よ り i'Liflill に 11:がる(I1i~II!)也の

部分で{止、多くの I:JXHtf!ならびに榊l湖、が必められた。

IJli '111) Il\;il~，地上り将UII さ il た I :Woun: は 、';{j;~I-，- 1時代' 1 ')日l

の 1'，伐を1111'，するもので、 ~dl!l) lí:l;友 庁1，でむ検n~ された

が、 数lよ側めて少なか勺た.

， )j、点。!I)liJ.変百11で検出されたj削山立、 )cきくて11年

JtJJに分けられる. ， 11年 JUII阜 、 l片的II，~代後1Y1で、 8 憾の

明火ft'，';'i母、と、 ~ 'il1lO，5mの ，'j.lj¥ ( )j .lj~) の司王粉:等が

i認められた ζ れらの fì，l，';'跡浮からは、 +I~'l悦i主鋭、

紡錘'J(、ヰi孔川哲;n;の滑イ{製品ならびにitHiJjjtイiが多

)1('ニ:1¥1'，し、東側に~A旋する '1'制i五勝と|吋線、 治布製

品の'EI'?(が行われていたことかうかがえる I山ii阜跡は

と b に、，'j.lj'íll，~代に J; I t る滑イ iう~，III':〆1:.，'?iの拠点;となっ

ていたとと・えることができる.

また . むう ・11年jglli、千五:11.1'代中JIIIを中心とするi時

JIIIて" .f.Jl. (，:的;必さiしているだけで 9快のJ担!な十i:往物跡

が千i-It:するが、 ζII以外に L無数の十i:跡が検Hlされて

いるニとから、 j~l! 、川i:h.l!物はかなリ多数千五イ1: したむの

とJ3・えられる.しかしながら、これだけMI支むJu';て符-

えが行われす;i- まれていた刷、，Ht他物~Hがも、 '1<:安Il，~代

後lUlにはm泌す るのでめる。

(市iltt! j牧 '(f~li会総1，' ; J)}j) 

竪穴住居群および方境

3 ，奈良時代の官営鋳造工房か?

草津市東矢倉矢倉ロ遺跡

公fT口j立跡1.11，¥ ilt ，Ij ~t ~.之介 3 111 1.'，jjU Iこf針作する市

治時代から小 11そにかけての ~~ii品紛である.

今回のふ~1dii.立跡内でI，'i舗，illぷが (.ji:: されたため、

その・J~lìíj にふ1 伐を 'J~b~. ;ユ~4 i・tl(II ft'UH~J 3.似)()mである.

必ず正の私可決、 !.H辺1I.'ill:から '1<安11年代の j~li す:n他物跡

26憾のはか、}J:r;納(2品、 i品跡7条、it'，)，1Ji:i立桃3法、

JJ瓜7)品のほか多産立のj立仰が倹11¥された

26悼の他物跡は大るく 4ItT:に分けられ 、 従オとの ，~'4N:

主計処I，;J線、処物}jl伝を u:.ltにと 勺ており、十1:筋をhiiiえ

るなど tJ~桁fI:が制約である ， t.'j'に、イド，l'.11f.1ベの初JJ!fl(J

他物併でみる A11下でli、家w../1f・をし'j-:'f~に配;:'1: し、 í'l'

J.]Hげについて b，:I'I'lij的に何以内して、 'ぶI1H:r，と~'l" ・Itlnの

位iirtをlりJ(l'fl!に[.>{分しているようである。

今1111の，OI，Jhでjはらii:l1されるのは、 )1:J i跡 SE 1か

ら，'1¥1'，した鈎j丘l民Jj'liìll物で、日:~.1Ji:(/) ~J.t '¥'1、iUI'併がカil伐

とリベ‘'tfが奈UII.y1にの 1:日誌と )1，，1'1¥して:111'，している。

製品の ~~ilfm 判明していないが、少なくとも 4 的lfi

の鈎明の形態が必められ、イìf止の日':~~止のむの、鉢~)(の

もの、|剖線を持つ Lのカ・あ"、断1MIf3状に切 'H主いた

似を向転させて作る 「引刑法J によリ製作されたむの

であろう . また、炉問1¥・li、l'J If~ を泣するむので、送

踏まイしと考えられる脳，没を持つむのがあり、形態的には

li'J IJ ，Ijのk附}:f跡第 12H次，刈併で:1¥1:している製{おり

鉄がに矧似する L のと思われるが、 W~'tW・との R f'I'か

ら$1ti1l r~J I，f:のがと思hllる.

).dillj立跡t.i従*上リ他物r.r:の内l!;;/I:状況浮から特係

十1;が桁怖されていたが、 j!/i立!日JI，f:j立物の:111-，によりi立

湖、の特殊fl:が上り以汗いな う たが、事'~I'lIlj の j形態、その

{比率的む等のmJJWが伐されており、ノトf去の，~\IN6Ifヲヒに委

ねたい。

( "，'(i It ，1;数'({i:i 11会 谷Ii ll，1悦)

第23次鯛査A地区遼祭
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4 ，大規模な地震跡発見

草津市御倉町 跡這情
情

4 

f 

7 
V 

'-， ヨ・ . >.f 

SCI1Iのレキを含む噴砂

5 奈聞の掘立柱建物群 | 
草津市南山由町墓ノ町遺跡|

fi!1! ji1跡lil，占l~f- \'f;/町Tlll~事li ，";， iI'."，li I~JIIIIIIIUH出先!~尚氏し、 l収制的

市の丙m$御台 ~J交に県j主計上Ijif，U: ・J~!ニ1'1川、?とはされた L のてある.悶

町r:ニ所/，:する I舗に{主、 '，'it(t時代の JjIf:川 i停車~. r1i・J(tを険lB した ~jû

この遺跡Ij~所有足 跡などがfiJj(，:する.

ntlll改修工事に 今1111 の;刻 ~t!j:、!(IiIU:1l~，とい先 tk ち'J!.焔されたもので

件うぷ品Il調f.i:で 1 . 5lXJ nJ' {j~についてず~j~i ，~'.j ft をソ~h~ したの;澗伐の結果、

~はきれ、'糸魚 本i立跡Lt:， ' iJitllSI~ から‘11.安nW':にかけての取必遺跡で

ーヂ安時代の ~1 あることが1.)1草lした，その小でil:.Hすべさむのに、奈

fト i.u~事である '1' 良 11引にと A~.'.、われる~I，I!必れ!&物{作かある 町、1'1;1主役物ltflよ、

がi~I IIJl した。 磁~tに Jj!伝をもら、 5 パ 211\1の S B 3および2X Z Ifn 
収数i'r委以iz の SB 5とH手粉、，)る!&物を'1'心lニ.iI'jlHiが併をJHJ必

と県立;化財保設 しひ、る。ま 1:.S D~) . J OrJ 、九tHß~勿I:ï' と・IE行して

|品会l正JI(1科163:1'-: ~Z :J " ~ ~ lて必 リ‘他物/rf:を|ベ1'111ずる機(jgをLっていた

J~ J:リ 本.l'，J 1f.を むのと-y;えられる.. 

'た砲し、本1ドfズ ょlft ，i在住物!iI:以|ほ l主、 ~1~勿j札I込 t; よぴ'111‘量!(/)';J，j事!こ;此

む約11.000併の

('>>，11院を1fった.

1'1下その 1主主~に

ついて少し述べ

ることにすゐ

今1"1!.i6 つに ;!\~1t.J也を分け、それぞれで次のような

j車協を検:11した。

有l1 トbンチ:2 X 21111 の tb~立Rill物(総tl:)、 ・上司員、

ピヮト.

mzトレシチ:'t:J，崎、ピリト、llI'I.紗.

~ì :3 ，・レンチ . ， :J~7i 、ピリト、明妙。

治4 トレンチ:*，\.，，:IU.l!~旬、泳、和fr9'1 、 ピ γ ト、:t:

J~旬、 1，1fl1リ火、町'tli昔、

作トレンチrt、併にiを111:'1)UI弘リで);かなりのj)'lfjしを

)けて 1‘たので、 JiH，Y，(7)内 {{状態は似のて怒〈、特に

め5， 6卜レン十て"は、泌物のみて1立t，Y，:IJ: <<(1(，;2，で》きな

台、つに .

三日j立:1丹、で4従111した"1'¥紗じついて品lリiすゐ。

i凶 'i;:;II!'l 1r世 lよ 'i q:;f. li'ω1 ドó')紗~y/が液状化し地 1:へ1I(司き

:11'4 :されており. レキ1(1J;t illi.ik 11ユしにくいとn・わH

ているが、当i山削:の，~'t妙lよ 1，主k5 cmcl)レキを含むレキ

iI"iがirdJ:.1ヒし、地 "1.;11(¥さ".けTていた。i(、 -171;')!土!四i

JI"iに・jqi-I-るようどが.白i13トレンチて・!立総依然尽に

たりていて、 Jjli'lfl:はつかめない 胤絞は最大鮒25cm、

k(大ld')15onのむのむあリ J島民の大さきが;t!.tf象を絶す

るtJl怜てあった・I~がわかヮた.ょのザt砂の~y.!.によっ

て、 nr.-!-i.の力b 人1111.1>~えをはる h'lニ起えるむのであ

ることがl'?:'忍ふされた.

(帽1);銭fi時文化財{松崎協会 i也曲者 t"I詞)

じて t べ ~tllí'l を.ffr梢で『、 U~{品の +，Ytj立を々えていく卜.

で興11以来、‘JQ匁と、、去る e

ニの他. r'i JI\n.~ (I:のいく勺かのilil品からは、 j:.r，IT:I!i

高H..の制羽iのみかllH'して1111:して iiり、?長犯のー形

態 Eも号えられるカ，'，i汁永のj立桃!主、、片品j古跡1It方にi企:

抗する中畑j盗跡でも杉HIIされてねり、 1，1，):，行の関係がit.

臼きれる

( i:~ ij¥ ，Iiflc({ ~ 11会小山猛キ}

会策

G .弥生前期土塙群と中期方形周溝墓群

草津市下物町烏丸崎遺跡

丸丸崎ja跡{孟、 Jゐ九・1モ}':Iとj泊#1;さ IIる琵琶湖に鈎状

に笑出した‘I~向上にり也している 地 1;の調在('"!;1、

弥生時代前期!の野火Ii:'，l;跡や、妨げ1:.11.年代中期lの1ii主工

房跡、半お'Í~t~:こ I~ ぷと忠われる JI形制泌!t:;/t手なとが

殺I討されている.
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今凶の ，~Uili 、ねJL'lq，，~のは1;1:-'1'リと{$て・あリ .検出

i主総は大きく i二'iイとドMに分かIlる.

上層で検出さ IIた i立以 I! 、効;~I:.lI.'f代中!日!の )j形周溝

色鮮で、 IOJ.IJ:J.1:6t~.2されている.方修凶 i蒔 ~Ii 、 ßi

泌が制限を完f.';jするむのがI!とんどで、そのうちで拡

大腿似の 6~}/{J i/I;必 (lOXllm以上)からは、本絡が

杉uBきtlている. ~，ñ'íti ，小 11紋が火なわれているら

のの、足ru状況は良lJfて・あリ、パJI'板が必ちj込んだ状

況で検出された.J必似の!1ぞ火に小口似を手伝し込み、

IJ 、 u似をムえとして、Ii!'~ぽキ!必似の卜ーに;泣く悦i主だっ

たと思わlLる，ユ1遺跡の"出1¥.~'~に!.J. l!日決 .-I~ 1~:iが少なく、

側々の紛lかな後j主 II.~JUJ 1: '11 るのは ~Ir しいか、お主そ小

!~Jrl'}長引け仏il!lJ される n

下肘よ l)i可i!:li された泊fIYf，!j.、弥 ' I~IIキ (~níïJgJ(二までi自l

る 1'.品hとiJViて 1ゾ%'c!ま')..:/1、{干わせて20f，!J!工て，d')ゐ。-1'.

j腕I;j:分イ'r;V') {tfi 1 i'Jとして、 J、;さな I:J}I1;li j l í1~\で、 小さな

どヒWH.tいくつかリi まる ~!d殺がある"そのう ら S K031i、

1112.5111、以さ 3111以 1'.の十NI'III告の 1'.械で、以化物を合

むH庁灰色t，l;-1ニをr'lト1:とする.1， J 1¥11に1.2、i良部にJ'ilJり:H

し突{W をイiする ~':iの í;;lf~，¥1，を1111:している。また SK

22からは、 2 条の沈似を担らす袋、 ~Ml\ 1こ I立を11"する

~~去など、!み:主I1Îj lU1のよ1 : 協とJt lニ、 2 条の突.ar-を有する

縄文時代晩jgJの深鉢が:1¥七している。 itm;内から弥生

時代，jijltlと縄文時代的ll/Jn' Jtl1\する資料として .~tif(で

ある. (糾i益 rll!，~文化IHI~:必協会 !i'1lfll 明)

土1虞SK03i念物出土状況

7 .古代の鋳造関連遺構を発見

栗東町字御園・よ砥山 中村追跡

団体法: 11均1.~ f.î~ 'J~ れに 11・う ーJ~ljil，絢ff.て 、 H付制63?f・ j交

から紘くお 2次訓告である.

今凶鰭泌されたi立桃t.t、 81¥t女:ぶから 11i!t紀頃にか

け℃のぬiふれ往物、 1:明、筒、 4リ川ミ政のfl!!.l二tH::1すべ
きものとして、 ~lt物II\lj曜のiïl悦 (i存鳥海炉 Z 然、常事予と

なる木炭を巡っていたと思われるよ岐、不用になった

錦烈、tJ，iC，氏 、 ~H'努力， )~Ikに 11\上する従来土割高)が発
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i容解炉の発t.!E1'軍機状況

はされた。終解かlよ、製鉄かのIIf能1''1:L伐るが、欽織

の:B-l: :I{が1J......:ltというニ c!，あ ってよjLl.\tI~li では銚j山刊

の泌総炉として {:It;甘する. 1 ";'1;1;と H千んでいる1r尚早炉

は 、 ルーのまわ り に Jに さな jJ Jlf~の1)I{o'， (大きさ約 320X

270冊、深さJ・'130('，")をHMし、その'1'1;1仙 1:と不m
にな勺た均二i\~t:を 1 ・ 1がに激き.ムめ、{可 [111 L 焼いて|幼ifr~.の

役'，i活を !f.:たしていたことがと-えられる.主た、がのIf~

{立、 1-.部偽造カ'j'jlj'l<を交けているため、は っきりと 彼

I京することはて・きないが、骨il伏の自主)'，・や1ょの続けてい

るliuが円形て'ムヮたよとから、 PIJfH.しくはtril"ll形を

!在していたことが("Jわれ、悦."均lでは lあるが、 W:，ftの

中間河市í1核保鉄 ~1:i1j.のpm仰がに l~i似するぶから、

ニド地ード式のシャ7トかの上うなむのであった IIf能性も

ある。さらにかにつながるH:}i形の品分()にささ約60

X 1∞師、深さ ~!~5OcmI t阜、 IJ'の部分よリ約20cmliど

fli;くなっていることから、 ilU~!\制1であ ったと )j・えられ 、

がの背後からは午訟を使 2て胤の他りをよくしていたよ

とが巧-え られる同 1111・jむヰ勿レ しては、 9 II I'~<! f\:の~l'l!J!: 

t量(初、・2位) ~Iýが，'1 \-1二している.

以上のよ うな泣怖が飾必された Ij't.J j立跡、I.t、 rnII ~こ1:

協や越+ト1:で系，'j'{滋が:J¥1:したニとも;守めて、 一般集係

とは与えられず、 ~JJ!I'1 V') '1'に1ムn(;' ì や~j ~fi {.: f"-J'~唱す

る i吠制J)や品li，~ と忠われるものが{((じするよとから、、11.

安u与代に:浜太 1111の中心であった合11車、j・(大 l~1O!.1'定書目

立Fになる )との IVJj~ !J rんったと ，11'，われる。

(引1):.\'~米副 l 文化体i'NM 明1!'J~1~H I jlj;i事 1ζ) 

8 .縄文時代の竪穴住居

栗東町川辺・安餐寺 狐塚遺跡

鉱t永遺跡i立、来!liIUf大'j':Jlljll・1.!..'1i.y".:刈(1:する、

縄文時代かウ '~J世・にいにゐ似fT必跡であ φo i1i跨』正予f

洲11，が形成するl.j，j.1IU也tニf，i.I托している{燃ρi103-104 

m )0 

今1"1の調iをて'11、あ・jii挑1(liIJ' " ) :'I<'i，.:・ IIW':~ごのJtfi:也



守一部

川 X8.1'11) と小 111??長穴{主J.!;'湖、(5.9mX5.5m) が

石図炉出土状況 検:1¥さuた。:B:l..jt!物!立、弥生時代終末からtiザtll.J代

nιi;t物ー・{米が'91 らかにな勺ている 。 11íi!~1I'IJ Jiiiの然、総合、山J手、flu-が 1
1~~ ご1 '. した。 ま た訓代

さらに70COlほどT(/)第二;li.mifljでは 、縄文il寺代の峨 1又北米関から -)jlff;!'::を穴1:七~i: 防:が~~t:11され 4世紀ボ閉め

火Li:附 2械が切り介った状態で検:11された。tJiい、Ij 'i (~~ が: 1 \ .:1ニした 。

。)1:I:1，';'!.1:、，[(IEH'.J 4.2111て汗汁淀川If}の筏穴住J，!;'であ リ、 今 1111 の 'iî!I~'I'ì'でrf 持11 川 ゐ:;:I~~ j!í~-舟 1竹のタ'1;'ド IItHt終 ~くから

1011，\1 の付火がj~ll り込まれている 。 ftl，';' !''lには行聞がが ，~'Jï'í ll年代jlij!!:jl tlJ9flの集締の{I:') )iについて10・JM!U!!::の

設けられていた。このが!;J:、外1f75-67cm(/)祁円11予で 峨火 rH~'でグループを作るものと、グループ1111 に 小数

日 11Mのイj付がm~ ‘られている 。 うち 、 5 11，\1 の わI:t.機合 の恨穴依肘によってhYi.成する小 グFレーブの 2!f~態がわ

が 'fJ能で 、 H さ 58cmの五I~ ::rïに復元できるの他の 2 例{ま るのではないかと推定され 、 idj止法J~Ii.~:tlれ等て。w泌さ

尚w棋のある イiが転月]されていた"が内か らは、。1';It tt た )i 1杉 ~滞在;tIT; との bl: i泣 I~Hぷから純子存の単 Lv:ゃ1; (在lI.

式でも [1，、、i交際の-j-_総が11'，L している。この{也、 f:ì~J， ' ;' 復元がi立・い11寺!UJにHf木的にできる とュ与えられる。

。〉牒了|二からは、縄文二十'，%1:rl.、キIJ)'，ーが，'I:lJニした。(~!f" iJllII汀数行委主!会 杉本 i日Lili) 

切られている Îïの住J況は 、 1(j:lH:~J 4.7 111て号;~;t.I':Jlf~ 

の5品りに{主h~:' でめる。t!:í'(l立約 6 {1~1 に伝il;できる。 ij'i世文

句仁、日告 ・ 石'jà~ .主IJ)'，'が出こL:している。新しいJJのf.:i:li!lと

(;J: j丘松 した I~年 i切であると々えら t L る の

今 InJl別 らかになった~iIi文時代のfi: I，'i' (阜 、 i例市の |勾 1:実

在日においてはも っとL占い むので、今後縄文l時代の日4

i五立J也を 考えて t、< 1てでの "lí..~なポイン|・となろう 。

((M)来W:lIJr文化体行振興本1':;[{J F:t:jfA~ 作業)

¥ 

9 .掘り出された住居跡

野洲町野洲 野洲川左岸遺跡

iJIl{t地I.H!可'洲111よリ約 500mU.ど島根れた場所で周辺

は'1ê~J:ll剥伐によって r'.ïJ此11寺代 liÎjJ~JIの集治や流路等が党

¥.!.され、今回の湖貨でf.wJ北)jJi'Jの討制作が般H';される

と弓"iWIt:> J.lた。

i)JIlfi;の純泉、iuW/if!i!i水l封1(liよりぶ:}50-30r'lIl下で質

成約色系の{沙'l'tオーがベー えとなっていた。 j立梢I:t)、き

く21k1Jtllに大I)IJされるυ1JlIlは、制約 1n1 iiiH表、i奈さ

50clIlj.jij 後のhもが13検出され 、 ït'îから」じへと ~ßtれている 。

ìíYj，からの :11土ii3物はげÏJ.l!.昔話、寸'. r:Jlj~:i: } 'i がー1:. でII;~Jtjlを[I'{li

定できる泣物/;l:IIU".しなか 勺たがj1;総J'jが 1つ，'1'.よし

ている。

n PJIl止、不快Jf3なj品ち込みと大夕刊/j!1手段穴住I，'f(7 8 

10 .野洲郡衝に伴う道路

野洲町小篠原小篠原遺跡

日!['iflilrrSjlut((l定Jt江i立、野洲町役場のfilr{I:するイl¥::.:.!'l，:

.1じ.It1!;刊があり、 W:ll l ì苔にili:t査する '1 、事長 Jr，Cj治問:が1r}J~

{I定詰IiJ也て'.;V)る。今(1I1 のFJ，~:rf. !i 、 1ft定地北凶書11にあたり

MiH主'主主111止に1:1去って、 4，5001lHiど発tJ:11純子主を尖施

した。 その給与l、公良~、|己負:11与t¥:の樹立Hl怨物611保、

ill[l'(¥ilW 1条、地3糸、 ニHf.120ケ r;n・を検出 した。建物l主、

奈良時代のj~的: I: ì:-lli物10~取と‘1，:Lb.:II，~代の怨物51慨を検

出 した。特に奈良l時代のj遺構が京~であるため、この

P.)'代を rJ"L、に縦許する。建物!;J:、 1辺40-60酬の )JJf3 

Xlil 'l JI~の料火で、総十r:~芯逃 とjJ1i 'it\， Q) j![IJ I H:，\';. j立の 2 7 

イ プが~c!.とめら.Ilる 。 二 ;iL t，の雄物{土、 n:北九1¥，，1111に-

1文した11'1，¥4 -5 m .'I(対14・路1Mを冶ーする道路湖、に上って

I~h.i'される " idlF品li 、 2 条Q)illWli を 40m にわたって{縦

:Zし、i'，¥'W、jのi立物より奈良時代とかじむされるの二のjG

E告は、pqUlf Jl.Y -Jï' の J也告IJ にあたリ、 II{{千11625Hiの役JVj1~

の湖伐に上 っ て来同ìú~告がやはり(j'(~認されており、 J也

;I;IJ が干UI することがIIrJらかとなヮた 。 f)~Jfi'll記lI.!:をし と

に|豆|血iを復局するならば、lillllllllの1)11WJにねイ.(J ;f)~ I二

道路がi丘公さ 1ι小煩1，liJ;":観が/f31ぶされる。 この1'1'1二m;

- 5 



南北道路

術に1辛う建物l浮・ 1:;-人雄物l作が配i丘さ iιているようで

ある。特に、 .It司~Wiの 15ζ-;j~台 j也 |ぷて-'u_ 、世1;庁に tTI似し

た雄物の配it(が~~ì!1\ され、;lU~泣物より 2 次郎11'又は

111; iYJ '/ラスの1，'(とむと与えられる。 "，リミm自のA:のi産地区

で Jj:、総純の 4Hiの主~物I~fの検，I B Lあり、 llj;jlij'l'心部

に|見，Jj単するiiJ:怖とされる。-J)、県内における奈良l時

代_' Iê安 H年代前半の道路の発凡例は、 "1~~: はする~1lりで

はc，.i'!けIIf[:1花.1:tiij巡跡の'1'央道路 (北陸m)J!y]l'6附十E1lli
側、 '1 ' りと ;rl~の然i也統地借(!.I!山泊)などがその i財111 に1.:

うている u いずれにせよ ~!i- iJHmH針縫うL地の品1.11~~Vi -r-ー か

ら15年、あと 10年内に全休めf，時i立が[1月らかになろう 。

(野洲町教行委員会花IR 11事I.L:) 

11.白鳳時代の木簡 9点出土

中主町西河原 西河原森ノ内遺跡

回ii'JIJi{伐ノ 1付遣問、第 5次調f正1;J;、|収税159、60:I>J!tの

第 1、 2次制T脊4需fによ勺てその干存子イ布Eが十明月らカか、となつた白

l胤瓜i時!時:与tパf代に_.'寸千lドLμf汝安tc'lI叫l昨3刊f代に，j前ji狗i甘iJ1刻湖り別!の1'11

を か付I 毎匁L として沿湖，t資1脊~まf.を行なつた。

遺跡、の .Ù: J1!! I;): 、 航ZPF11やj也~~作的な )jilによると 、

その北凶i削と点i切に|日illfii1ゃJ1I1没ILliuJif[必ずみられ、ζ

れらに検まるような If~ でぬか.，.1じへ延びる刈l役微1街地

の~tilM J二(こ位れする Lのと，cy，われる。 1年にi遺跡北間1l!1J

に蛾してj制 Lる}1!.i党旧i，ifi泣li、かつては内湖化し てい

たと Jf え られ る f針干潟地に流れこんでいくもので，..j~泣

跡が1日前rmとi日内刈を通 して琵琶湖との街桜な関係を

むしていたことがJTえられる。

勾t訓誌滅，11丘i正iを行なつた 7凶咋，t!(.後去ヰ半モ-1ω61吐吐IH紀己までのi泣立桃の|内

で8U低l
4状比の四峨;主長を Lつ雨」北じjんH川i引，1“i'J(N一1防5一E)の水E路aを2総j党如2μlにニ、 東

11[IJ (ニ水 LU 跡、 pljll!ljI二 'l~fftrj才人i~H~/i作(州立怜式他物併}

をr5Ul¥したの

訓告:J也前日IIJ を中心とした '1ミ-t~j状i的秘書1・のよJ(IÎには‘

約 4(】0111'にわたって平均30COl、J卒、、所では l'11余りも

第 5遺構函全景(南より)

グ〉紘絞め持((h'U~i がみら tL た。この籾~~tlよ.右ìÍí を JI以没し

た後l1ê~長されたむので、 8 世紀前半以前のj立|州自jJ;J: 、

この ty.殺 l汚の上1Mに下~. まれたii1.f.VW-下である。雄物lt:r，/;1: 、

全て側 、，i:t:t式主11物で;注十十も含めn事余りが官庁認され、

その多くが建物の!日|リにFltl係機をむつものであったの

.I.Hニlこしたii'l物には、1五:放射内を中心に多くのj--総(:'~.~ 

，lF士宮詰含む ) ・ 4王様(悦 ・ イ~(鈴 - 11~ -桁J紛 ・勾悦 ・自助 ・

鰍 ・ 足音 f，~ ・ 下駄)さ与があるが、このうち本聞は、時íj悶

の品ti'f.tこよ 1)11¥ 1:した 4点と今回の 9点を含め131.(が

:11オtしfょことになる。

今1111のみ141tJ;J:、官1告示:I)d立tf.'li1r'i'の以jlll:.当る -. ;i~~ナで

あってその全てを1，u1) i!J¥たLのではなく、ホ;術などの

大i誌のjiI物の分析を含めたj主湖、の'I"l;絡についてむ今だ

|分に検けを総ていな、、。しかし、 4これら木術からう

かがえる 1 ドリと (凶年~-n との関係が訟械な初ml律令J~J
の公的なb耐え立が 、 政えて水辺の (iJ;mな水川 J也'~l~ に設け

られたのは、ニの 1I，I'J~1の !i'jJj21J也にあった|付制や刊ri益‘

吏には琵琶湖を，fIJm した木上 (íIJU~_ ) 交通のニとを抜

きに2与えるこ とはできな い。おそらく rrlRj肢の燐桜地

にJil-ifll的なljIfi，l立Wd似内なものか}がG・uするむのと

み'えられ、，;~+I(?iの人If~1 が': ;i. にいて作業を指不し 、こ

の !晦 ，没4こ{pfらかの 干ìÌÌ がi逝び込ま tLlI込殺の後、話，\~， に!偽

や HJ を JIJ 、、て Nぴl般H~する等の竹三)~をしていたものと

氾!役される。

今後、木簡の~~(，誌1d'p;おやifi・物の:~問1\がj並む'1 1 でUJJ ら

かにされることも多いと忠われるが、百fi以外の地て¥

こh!まど多〈の ['1践しJllIの水附がI[L:Iょしたことはなく 、

lt，lぃ線税局の存 (1:や行jr~f;'Ufu，]主 |人j の ，m;立怖や.;自治物の

1'HEI止 、 その当時の~t:.i，1iを初得とするむのであり tt重

なfえ見込といえる。

(" 'オサI}数行委以会 j土 lぷ;ぶ)
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